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論 文 内 容 の 要 旨
本論文の課題は、伊勢一関東間を対象地域として、中世東国の太平洋海運にっいて検討 し、その
実態を明らかにするとともに、それによって展開された流通が湊津やその後背地の社会経済にどの
ように関わり、影響を与えていったのかにっいて、追究することにある。中世東国の水上交通や流
通に関する研究 は、1980年代末以降になって、ようやく、本格的な取 り組みがなされはじめ、議論
が交わされるようになってはきたが、広範囲にわたる地域の史料発掘とそれにもとつ く事実関係の
確認が基礎的作業 として求あられることもあり、未解明な部分を多 く残 した研究分野である。とく
に、本論文で検討する太平洋海運に対象を限定すると、論稿数は僅かである。その実態を追求する
ことは、単に東国社会の経済的な問題を解明するという点にとどまらず、政治や支配の構造を明 ら
かにしてゆ くうえでもきわあて重要な意識をもっと考える。検証に際しては、広域にわたり鳥畷図
を描 く巨視的な視角と特定地域 に関 して研究を掘 り下げる細密な視角の双方を並行的に用い、分析
を進めることとする。
まず、「序章 本論文の課題と中世東国水運に関する研究史」 においては、 上述 した如 く本論
文執筆の意図と作業の方針を明 らかにするとともに、中世水運全般に関する研究および商業史にも
留意 し、中世東国水運の研究史を整理 した。章末 には本論文の構成を記 し、各章の検証課題にっい
て、その概要を示 した。
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第一部 中世前期東国 における太平洋海運 と 『湊船帳』 の研究
第一部では、本論文の課題を考える前提 として、鎌倉期か ら南北朝期にかけての東国太平洋海運
について三章にわたって検討 した。
「第一章 中世前期東国における太平洋海運の状況」 では、鎌倉幕府草創期以来、東国の政治、
経済の主要な舞台となった伊豆 ・相模 ・武蔵の南関東沿岸を発着点とする通航に着目し、地域を区
分 し、基本史料を挙げて湊津の利用や輸送の実態を探 った。
第一節では伊豆半島沿岸部および相模湾の海運にっいて検討 した。まず、幕府草創期、安房国へ
の渡航や豊後国への兵狼米輸送など、軍事活動の拠点 となり、あるいは鎌倉への建築用材の供給地
とされた伊豆半島の位置付けを確認 し、その沿岸部で輸送のための船や乗員が確保され、東西へ向
かう航路の要衝 として機能 していた状況を述べた。次に、幕府所在地鎌倉の外港として重要な機能
をもった和賀江島を中心 とする由比ケ浜一帯に、貢納や商業を目的 として筑紫、土佐、尾張国など
か らの船が航行 していた可能性を指摘 し、十四世紀初頭には和賀江島 と後背地和賀江との間に港湾
商業地が形成されていたことを論 じた。
唱内海(現 東京湾)を検討対象 とした第二節では、六浦津が、鎌倉のもうひとっの外港で、房総半
島とを結ぶ要路であり、十四世紀中期には問の存在 も認あられること、その対岸の房総半島西岸部
においては、六浦津との連絡だけでなく、内陸水系沿いに立荘 された伊勢神宮領相馬御厨の史料に
記された船賃の問題、伊豆走湯山燈油料船の内陸部への遡行、熊野山領上総国畔蒜荘から(紀伊国)
新宮津への運賃を記 した史料などを通 して遠隔地との通航が推定 されること、また、下総国葛西や
武蔵国江戸周辺といった湾奥部には古利根川水系から複雑に分岐した河川の河口部が集中し、河川
交通 と海上交通の結節点となっていたことを確認 した。
第一 ・二節で取 り上げた以外の地域における通航例を検討 した第三節では、駿河国蒲原荘や遠江
国初倉荘からの年貢の海上輸送を論 じ、さらに、「東国」、「坂東」 という広域名称で示され る通航
に関 して、十二世紀末、紀伊国住人の所有船の船名や十三世紀中期、志摩国の廻船人の活動を例に
考察 した。
各節の検討を通 して、河川水運との接続によって内陸との関わりも窺わせながら、伊豆沿岸部か
ら相模湾および内海の海域内を航行する比較的近距離の海運と、東海を経て紀伊半島、四国、九州
とを連絡する遠距離の海運が併存 し、貢納や商業をはじめ、さまざまな目的に利用 されていたとい
う概要を確認 した。
「第二章 『湊船帳』をめぐって 一中世関東におげる隔地間取引の一側面一」 は、第一章にお
いて検出 した九州や四国、紀伊半島などとを結ぶ遠距離海運のなかでも、史料的に、より具体的な
内容の追求が可能と思われる南関東と紀伊半島を結ぶ海運に関する論証である。第一章では、その
輪郭を把握できたに過 ぎない海運の内実を以下の章を通 じて追究 してゆくうえでの問題提起 に相当
する。
まず、第一節では、明徳三年(1392)正月から八月の期間で、武蔵国品河湊へ入港 した船三十艘
にっいて、船名 ・船主名 。問名を記 した 「湊船帳」を取 り上げ、同史料が十四世紀後期か ら十五世
紀初頭にかけて、神奈河 ・品河以下、武蔵国の浦々出入の船を対象に賦課された津料の一種 「帆別
銭」徴収に際 して作成された徴税関係史料であることを論 じた。
第二節では、「湊船帳」中の船名 ・船主名 に伊勢国大湊周辺に比定される地名が複数見出される
一369一
ことを指摘 し、大湊の太田家に伝わる 『太田文書』か ら同時代史料を抽出 して検討 した結果、品河
湊への入港船のなかに少な くとも十艘の大湊周辺からの航行船が含まれていることを立証 し、中世
前期以来、'徴証は述べ られっっも推測にとどまっていた伊勢の廻船の関東への航行が史料上裏付 け
られることを明らかにした。 また、船主のなかに大夫号をもっ ものがあり、そこにはさらに塩浜の
所有者 も含 まれている。彼らは伊勢神宮の神人であったと考えられるが、第三節では神人の商業へ
の関与例を挙げて、それらの船が伊勢から品河へは商品輸送を、品河か ら伊勢へは関東各地の御厨
からの貢納物輸送ならびに商品輸送を行 っていた可能性を指摘 した。
第四節では、貢納物 と商品の船への混載の問題を検討 し、前節の指摘を補足するとともに、章末
には、十四世紀末の品河湊への伊勢の船の航行をふまえ、そうした海運による地域間の結び付 きが、
十五世紀以降どのような展開をみせるかにっいて若干の見通 しを述べた。
「第三章 『湊船帳』に関する史料学的考察」 は、前章で、同時代史料 との関係に重点を置いて
考察を加えたために、史料そのものの内容にっいて十分に検討す ることができなか った 「湊船帳」
を史料学的側面か ら検討 し、その特質を探 ることを目的としている。
第一節では 「湊船帳」 に関する研究史を整理 し、重要な論点を含む検討課題 として(1)史料の名称
の問題(2)「湊船」の解釈(3)史料成立の契機(4)船と問の関係 を設定 した。
(1)について検討 した第二節では、従来、「湊船帳」もしくは 「武蔵国品河湊船帳」 と呼称 されて
きた同史料の名称が、史料中の表記からいっても 「湊船帳」 とす るのが正確で、「武蔵国品河湊船
帳」は、『金澤文庫古文書所務篇』などの基本的な史料集での史料名が無批判に踏襲 されたための
誤用であることを指摘 した。また、筆者自身、旧稿 において史料名を誤認 したことにっいて正 し、
史料名を確定 した。
第三節は、②に関する考察である。「湊」の解釈をめぐり、湊を一般名詞ととらえる私見に対 し
て、それを大湊の略称であるとみて異論を唱える宇佐見隆之氏の見解について検証 し、品河が 「浦」
と断言されるほどの地形的用件を備えていないこと、地形にもとつく概念上の区別があるといって
も、実際の呼称として湊 ・津 ・浦 ・浜など入港 ・停泊地 に付せられる語は混用 されていること、大
湊を 「湊」と記 した史料は 「湊船帳」 より四十年余後のもので、「湊」を冠す る地名 は大湊以外 に
も複数存在することなど論拠に、氏の見解の問題点を指摘 し、私見の再確認を行 った。
第四節では(3)にっいて、同史料に示された明徳三年(1392)正月から八月という時期が概ね、金
澤称名寺金堂修造料としての帆別銭の徴収期間に含まれていること、同史料が金澤称名寺に付設 さ
れた金澤文庫に伝来 していることなどか ら、同史料が帆別銭徴収に際 して作成 された徴税台帳(品
河への入港船を同寺が把握するための登録原簿的書上)で あると論 じ、史料成立の契機を金澤称名
寺金堂修造料に充当される帆別銭徴収に求めた。
第五節では同史料中の問と船との関係にっいて論 じた諸説のうち、船主 と問との関係の固定化や、
船の問への所属という指摘は正確でないことを示 した。
第二部 紀伊半島東岸 一関東の湊津 と海運の諸相
第二部では、第一部で傭瞼的に把握 した伊勢をはじめとする紀伊半島東岸部 と関東の間で展開さ
れた海運の実態を、より詳細に検証すべく、地域や対象を絞 駅 以下の三章にわたって考察 した。
何れも先行研究の乏 しい事項であるため、できるだけ多 くの史料を編年的に整理、検討 し、紹介す
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ることにも留意 した。
「第四章 尾張 ・参河と中世海運」 は、当該地域の湊津やそこを拠点に展開された海運の状況に
ついての基礎的考察である。まず、第一 ・二節において、十二世紀か ら十五世紀中期の事例から、
尾張 ・参河国沿岸部での貢納、商業を目的とした船の航行を明 らかにし、伊勢海(伊勢湾 ・知多湾 ・
三河湾 ・渥美湾を便宜的に総称する)で の廻船の活動状況の概要を示 した。
第三節では、十五世紀後半の史料をもとに伊勢海の廻船の存在形態を追究 した。廻船は、関東と
の間を航行する外洋航海船である大廻船と伊勢海内を航行する内湾航行船である小廻船から構成さ
れているが、 このうち、当該地域 と密接な関わりをもっ小廻船にっいてみると、それらは、海船で
ありながら木曾川水系中流域までの遡行が可能で、内陸部との連絡にも重要な役割を果た していた
と考えられる。近世史料において知多半島沿岸を拠点に波不知船と呼ばれる小型船が伊勢湾内各地
との間を航行 し、製陶用燃料の輸送を行 う他、甕やさまざまな商品を積んで船稼ぎを行っていたこ
とが知 られるが、小廻船はその前駆形態であったと解される。波不知船は参宮人の輸送や艀として
沖合に停泊 した大型船との間での荷の積み降ろしにも利用されており、とくに、この艀としての機
能を中世伊勢海海運における小廻船と大廻船の関係に置換 して考えた場合、そこには、太平洋沿岸
各地で大量に出土する常滑焼、瀬戸焼など中世陶器の販路を考えるうえでの重要な示唆が含まれて
いる。十五世紀後期、伊勢海内には新警固と称する新規の海関が設けられ、航行する小廻船に対 し
税の支払いが強要されたため各地で紛争が頻発 しているが、そうした事件の前提には、伊勢海を東
西に横断する航路での小廻船による活発な商業活動が考えられる。
第四節では伊勢海の渡航例が豊富に示される、十五世紀後期か ら十六世紀中期にかけての各種紀
行文に取材 し、渡航の状況および渡航地 としての尾張 ・参河の湊津を確認 した。渡航に利用された
船 は、先述 した小廻船が主体であったと推定されるが、それらは伊勢海沿岸部を本拠地とする在地
勢力の支配下で運航され、戦国期の争乱状況を敏感に反映 しながらも彼 らによる警固や上乗があれ
ば安全を保障された交通手段 として活用されていたことを明らかにした。
第五節では、尾張 ・参河の湊津を母港 とする小廻船が、伊勢海屈指の要港であり、太平洋の要衝
である大湊 と商業のうえでどのような関わりをもっていたかにっいて永禄八年(1565)の「船々聚
銭帳」および天正二年(1574)の「船々取 日記」をもとに分析 し、常滑、内海、大野、師崎といっ
た知多半島西岸各地や篠島から船が航行 し、その積荷に木綿、紙、肥鰯(干 鰯か)な どが含まれて
いたことを指摘 した。
上記、五節にわたる検討から、小廻船の活発な航行を基軸に、大廻船の航行とも結び付きなが ら
展開されていた当該地域の中世海運の状況が確認でき、幕藩体制のもとで近世伊勢湾海運が発展 し、
内海船に代表されるさまざまな船稼 ぎが行われる以前、中世末までにそれらの輸送を可能にするだ
けの基盤と内容を備えていたことは明白であると思われる。
「第五章 遠江・駿河における湊津と海運」 は、前章と同様、当該地域の湊津を一方の拠点 とし
て展開された海運に関する基礎的考察である。1970年代末、網野善彦氏の研究によって、十二世紀
までには伊勢海か ら常陸国に至る 「東海道の海の道」が成立し、恒常的な航路 として利用されてい
た可能性が指摘され、東国と参河国以西とを結ぶ太平洋海運が積極的に評価されたことは、従来、
輸送経費の非採算性や遠州灘での遭難の多発を主な根拠に、航行の困難が強調され、十分顧 られる
ことのなか った当該地域の海運への消極的評価に対する大胆な問題提起であった。 しかし、何れの
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評価 も東海地方の海運の具体的検証によるのではなく、状況証拠にもとついてなされており、実態
に即 した追究と再評価が必要である。そこで、駿河国江尻津を除いては、従来、殆ど注目されるこ
とのなかった当該地域の湊津を取 り上げ、関連史料をもとに考察を行 った。
まず、第一節では、従来の消極的見解において当該地の海運を著 しく阻害 したととらえ られてき
た遠州灘が、航行の難所であったことは否定できないにせよ、通航例が複数の史料に認められ、遭
難例であっても、本来は通航が予定されていたこと、難所であるという認識が広汎に存在 した背景
に実際の航海体験の流布が考えられることなどを示 し、遠江以西との通航を論 じるうえで、遠州灘
の存在をことさらに海運の阻害要因として取 り上げる必要がないことを確認 した。次いで、遠江国
沿岸の海運拠点(今 の浦 ・南浦 ・懸塚湊 ・相良湊 ・浜野浦 ・福田浦 ・新居湊 ・その他)を 史料か ら
抽出し、その内容にっいて検討 した。
第二節においては駿河国の海運拠点(江 尻津 ・清水湊 ・興津 ・江浦 ・沼津 。吉原湊 ・小河津 ・石
津湊 ・久能寺領浦)を 同様に抽出し、それぞれの機能や利用状況をみた。
史料の少ない中世前期 には、国内で一、二箇所、国府の湊や荘園内の浦が廻船の停泊に利用され
たことを確認できるのみであったのが、関係史料が偏在する戦国期においては廻船が発着する湊津
が郡単位で存在 し、その湊津の間にも数艘の船が繋がれたさらに小規模な停泊地が点在 していると
いう差異をふまえたうえで、第三節では、従来、高い蓋然性が指摘されてきた伊勢神宮領の東海道
沿岸部への集中と海運の関わりにっいてより具体的な観点から検討すべく、貢納物の津出への利用
が可能であったと考えられる湊津 と御厨の位置的相関を提示 した。
「第六章 神人と海運 一 関東渡海の神船をめぐって 」
伊勢海の廻船を構成する、大廻船と小廻船のうち、伊勢海内の内湾航行を主体 とした小型廻船で
ある後者にっいては第四章に論 じたが、関東への航行 した外洋航海船である大廻船にっいては検討
を残 しており、中世、伊勢神宮による廻船支配のもとで、「関東渡海之神船」 とも称 された大廻船
にっいて追究 したのが本章である。前章までの湊津や航路を主体 とした検証から視角を転 じ、廻船
やその経営に関わった人の問題に着目し、海運の内実を探った。
まず、神船の概要について検討 した第一節では、神船が、伊勢神宮の朝夕御饅料 に充当される神
役を備進する代償として津料 ・関料の免除の保障を明記 した庁宣を内宮から付与 された伊勢海沿岸
を拠点とする廻船の別称であり、その運営には神人が深 く関与 していたこと、その本来的機能は各
地を訪れて行 う交易にあったことを指摘 した。
廻船所有者としての神人の存在は、すでに第二章で指摘 したところであるが、第二節においては、
永享十年(1438)の神船煩訴訟をあぐる外宮権禰宜の関東下向、文明二年(1470)、坂東か らの帰
途、志摩国的屋浦で寄船となった櫟木善性船の積荷に関する伊勢神宮と在地領主の相論、文明十六
年(1484)、関東上杉氏の先の御師による神船船役の質入れとその御師職改易 にともなって派生 し
た相論を例に詳 しく分析を進めた。そして、神船の関東への運航と、船主 あるいは船役知行者 とし
ての神人の存在を明らかにするとともに、文明年間、伊勢海で新関の濫立にともない、神宮による
廻船支配が困難となる以前から、関東における神船煩の頻発、神人の経済的事情によっても廻船支
配の根幹をなした神船体制が弛緩 し崩壊に向かっていた状況を解明 した。
第三節では、元亀三年(1572)、戦国大名里見義弘から外宮御師龍大夫に対 し上総 ・下総両国へ
の入船許可を記 した過所が与えられていることに着目し、神人の廻檀においても重要な交通手段で
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あった海運が、この時期になると神宮か らの庁宜ではなく、戦国大名の印判状によって保障される
に至っており、実体をともなわない 「神威」が失墜し、武力をもって航行を保護 し得る在地勢力の
実力と権威がそれにとってかわることで、十五世紀中期以降、動揺をみせていた神船体制がすでに
瓦解 していたことを論 じた。 もっとも、神船は伊勢神宮への貢進の観点からとらえた廻船の別称に
過ぎず、神船体制の衰微は直接的に廻船の減少を意味するものではない。戦国期、東国大名の保障
のもとに伊勢の廻船が関東へ航行 していたことは史料上明らかである。
第三部 中世後期東国の太平洋海運 と地域社 会
第七章か ら終章の三章にわたり、上述の成果を総合的に分析するとともに、今後の課題や展望を
述べることで本論文の総括を行ったのが第三部である。
「第七章 中世後期東国における流通の展開と地域社会」 では、第一部 ・第二部での考察 と検討
をもとに、内海(現 東京湾)と伊勢海(現 伊勢湾)と いう二つの内湾を結ぶ東国太平洋海運の位置
付けを明確に し、それが、中世後期の東国社会にとってどのような意味をもったのかについて、関
東を対象に湊津の後背地との経済的関係を中心に追究 した。流通の問題を考えるうえで、 とくに、
海運と後背地域の間に介在 した問 ・蔵およびその経営者 としての有徳人に着 目し、それらが社会経
済において果たした意義と役割にっいて考察を行った。流通を構成する主要な要素である商業 ・交
通 ・都市などに関 して、比較的まとまった史料が伝来 し、それぞれの項 目を独立 させても、一定の
時期、一定の地域にっいて検討が可能で、専論のたて られる西国とは異なり、東国の場合、数量的
に限 られた史料か ら流通の実態を明 らかにしてゆ くためには、交通、商業、都市、微税などに関す
る断片的な史料を包括的に捉え、総体として検討することが重要であり、本章 はそのための一試論
でもある。
まず、第一節では伊勢 と関東を結ぶ航路において発着点に相当する二っの内湾、内海 と伊勢海を
取 り上げて流通ルー トの問題を検証 した。十四世紀後期、内海においては、湾内の海運および河川 ・
湖沼の水運を利用 した船の航行によって沿岸部どうし、沿岸部と内陸部とが連絡されており、上総 ・
下総国の金澤称名寺領か らの年貢輸送などの例で、沿岸部に置かれた問を経て、物資や銭、為替が
移動 していたことも確認される。 また、その水運は内海周辺部もしくはその後背地 との関係内で完
結 していた訳ではなく、品河湊への伊勢国大湊か らの廻船の航行に示される如 く、外洋を経て遠隔
地と連絡する太平洋海運とも結びついており、内海で結節する海運および河川水運 は東国の流通に
とって、 きわめて重要な役割を果たしたと考えられる。
一方、伊勢海において も、河川水運と結節する湾内で小廻船の活発な航行が認められ、湾内と関
東の間には大廻船が航行 していた。また、陸路によって畿内と連絡することか ら、東国と畿内の交
通の中継地 として も重要性をもつ。湾内を代表する湊津は大湊、桑名であるが、十四世紀から十五
世紀にかけて、それぞれは、のちに 「公界」、「十楽の津」と称され、諸国商人が往来する自治都市
形成の途上にあり、その推進力 となった海運は経済的側面に限 らず、政治的、文化的側面において
も地域の交流を媒介 したのであった。
第二節では、前述の二っの内湾を結ぶ海運 と地域の問題を考えるうえで有力な手掛かりになると
思われる湊津の問にっいて内海を例に考察 し、明徳二年(1392)の「湊船帳」(第二 ・三章参照)
中に記された問の一軒 「行本」が、同時期、金澤称名寺領上総国佐貫郷南方において定使(荘 園管
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理者)的 な役割をっとめていたことを指摘 した。行本は伊勢国大湊の廻船が入港 した品河湊で問を
営み、それと相前後する時期、佐貫郷南方において同寺 と寺領 との間にたっ荘官をっとめることで、
複数の地域に深 く関与する存在 となっていた。類例は神奈河湊など他にも認められるが、こうした
存在は、問に搬入された他地域からの商品の販路や、荘園において収取された貢納物の商品化を考
えるうえで重要であり、彼らによって媒介 される地域に商品流通が浸透 してゆく契機として注目さ
れる。十四世紀後期か ら十五世紀後期にかけては、問に代表される寺家代官以外の徴税請負人が地
域内部および土着勢力から登場 し、有徳人 として成長を遂げる時代と捉えることができ、彼 らの経
済活動=流 通の実務を介 して地域社会が結ばれていったと考えられる。
第三節では、 まず、蔵役の免除例から、問が湊津における土倉(蔵)で あった可能性を指摘 し、
また、問 ・蔵が、鎌倉府直轄領に広汎に分布 していることか ら、鎌倉府との経済的関係を探った。
彼らは鎌倉府の支配下で原則 として蔵役 ・有徳役を賦課され、それを負担 したが、 その存在形態
(廻船の受け入れや替銭によって異なる地域間の経済に介在 し、徴税請負によって支配者層 と在地
を経済的側面から媒介する)か ら、彼 らの支配の意義は廻船によって異なる地域とも結ばれている
直轄領の経済力を最 も確実に押さえる点にあったとみなされる。それは鎌倉府財政にとっても重大
な意味をもち、十五世紀中期以降、公方と管領の対立が深刻化するなかで、湊津の帰属をめ ぐる抗
争が展開された背景には、湊津が交通 ・流通の拠点 としてだけでなく、問や蔵によって担われる徴
税 ・金融実務を含む経済的機能が併せて重視されていたことが考えられる。以後、戦国期の湊津支
配や流通の概略を示 し、十四世紀後期から十五世紀後期にかけては東国の流通の展開における画期
であったと位置付けた。
「第八章 戦国期東国の太平洋海運 後北条氏領国を中心に 」 は、これまでの章で部分
的に論 じたものの、詳 しい検証を残 していた戦国期関東における太平洋海運の展開にっいての考察
である。前章までに確認 した当該地域の太平洋海運の十五世紀後期以降の状況を、後北条氏領国を
対象に検討 した。
第一節では、後北条氏の勢力拡大にともない、前代までに関東の流通拠点として機能 していたこ
とが史料上で明らかな湊津が、その支配下に置かれ、航路が掌握されていったことを述べた。そう
した水運支配の内容には沿岸防備や水軍編成の問題が含まれるが,第 二節では、伊豆半島西岸部に
出された法度を分析 し、非公認の渡航、他国船の航行、船を利用 した敵地との商取引といった事項
が有 り得べき可能性として取 り締まりの対象とされていること、法度の宛て先が在地の土豪で1彼
らは水軍 として徴用 されていたことを指摘 した。'
また、沿岸防備と並行 して浦々の水運従事者を微用 し、公用の輸送が行われており、そこで採用
された短距離航路の接続による浦伝制に着目した第三節では、後北条氏による海運支配が、既存の
航路や臨海地域の生業に立脚するものであったことを明 らかにした。
第四節では、他国廻船の航行や自国船の出港が過書機能を もっ戦国大名の印判状である船手判に
よって保障 されていたこと、伊勢国大湊の廻船商人角屋や紀伊国か ら招致された水軍の将梶原氏が
各種の保護をうけ、海運に従事 していたことを論 じ、こうした保障と保護を通 じ領国に誘致 した廻
船によって前代から基幹航路 として利用されてきた伊勢海と関東を結ぶ流通の大動脈が、戦国期に
あっても確保 され続けたことを検証 した。
以上、各章で論 じた内容を 「終章 まとめと展望」で総括 した。管見の史料を集成 し、本論文の
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課題にっいて体系的に把握すべ く、その地域的展開、歴史的展開にっいて追究 した結果、当該地域
の通航状況の骨格は明らかにできたと考える。 しかし、廻船の航行を成 り立たせていた各種の要件
にっいては、さらなる検討が必要である。海運そのものに即 していえば、第四 ・七 ・八章中に部分
的に論 じた廻船経営やその支配に関する制度的な問題、あるいは造船や湊津の施設など技術史的な
問題の解明が残されており、分析視角を拡大 し、検証 してゆく必要がある。さらに、海運の流通全
体のなかでの位置付けを明 らかにすることが重要な課題となる。 もとより流通は海運のみで完結す
るわけではなく、流通において湊津と結ばれる後背地との交通、そこにおける生産や商業の状況に
ついても総合的に考えてゆかなくてはならない。また、伊勢海以西あるいは北関東以北との通航に
っいても検討の可能性を探る作業が求められよう。上記諸課題の解明に向けて、着実に分析と考察
を:重ねてゆきたい。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は中世東国における太平洋海運の実態を、伊勢一関東間の通航を主として論 じた研究であ
り、その論ずるところは十二世紀から十六世紀に及び、三部八章から構成される。
序章 「本論文の課題 と中世東国水運に関する研究史」では、従来の研究は断片的な史料から中世
東国における海運の可能性を指摘するに止まり、未だ見 るべき成果を得るに至 っていないとして本
研究の意義を強調する。
第一部 「中世前期東国における太平洋海運 と 『湊船帳』の研究」は、鎌倉時代の東国太平洋海運
の全体像を示 し、室町時代の研究の基礎となる武蔵品河 「湊船帳』の分析を行 ったものである。
第一章 「中世前期東国における太平洋海運の状況」では、鎌倉の和賀江島 ・由井浜を起点 とする
東海 ・四国 ・鎮西との年貢、・兵糧の輸送路が存在 し、 また三浦半島の東岸六浦を起点 とする江戸内
海海路があって、共に後背地と内水系を通 じて連結、機能 していたことを明らかにする。鎌倉時代
の東国海運という視点で可能な限 りの史料を蒐集 した叙述は学界の嗜矢である。
第二章 「『湊船帳』をめぐつて 中世関東における隔地間取引の一側面」は、 室町期 の南関東
と紀伊半島を結ぶ海運の研究である。十四世紀末に武蔵品河湊に入港 した三十余隻の船の船名 ・船
主 ・問名を記 した 『湊船帳』を分析 し、船名 ・船主の多 くが伊勢大湊を拠点とする神宮神人であり、
彼等が神宮の保護の下に貢納物と商品の輸送に定期的に携わっていたことを論証する。
第三章 「「湊船帳』に関する史料学的考察」 は、第二章で素材 とした史料の性格を確定す る作業
で、「湊」を伊勢大湊と解する説を退けて武蔵品河湊であることを確認 し、船帳は金澤称名寺金堂
修造用途に当てられる帆別銭の徴収台帳であることを確定 して、第二章の論述の正当性の支柱とす
る。
第二部 「紀伊半島東岸 関東の湊津 と海運の諸相一 」では、伊勢か ら三河湾 ・遠州灘 ・相模
灘を経過する東太平洋岸海運の存在を実証する。
第四章 「尾張 ・三河 と中世海運」は、十二世紀から十五世紀にかけての伊勢海(伊勢湾 ・知多湾 ・
三河湾 ・渥美湾)の 廻船の活動を確認 し、関東 と往来する外航船である大廻船 と伊勢海内の小廻船
の通商活動とがあり、後者は木曽川水系を通 じて内陸部 とも連結 していることを論ずる。
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第五章 「遠江 ・駿河における湊津 と海運」は、従来指摘 されていた駿河江尻津以外に十七箇所の
駿 ・遠両国沿岸の湊津とその後背地を結ぶ水系の存在 とを検出 し、国府の湊の機能、東海沿岸の伊
勢神宮領の貢納物輸送機能等を論 じ、遠州灘を中世海運の阻害要因とする従来の通説を否定する。
第六章 「神人と海運一 関東渡海の神船一 」 は、「関東渡海之神船」と呼ばれる、伊勢一関東
の外洋航行船である大廻船が運航されていたことを論証 し、本来は伊勢神宮の朝夕御鰻料を負担す
る神人が津料 ・関料免除の特権を与えられて、伊勢から下総内陸部まで活動 した廻船であるが、十
六世紀には戦国大名の保護下に活動 したことを論ずる。
第三部 「中世後期東国の太平洋海運 と地域社会」では、伊勢海 と江戸内海を結ぶ太平洋海運と後
背の関東各地の経済関係を主 として論ずる。
第七章 「中世後期東国における流通の展開 と地域社会」 は、江戸内海の海運が河川 ・湖沼の内水
面を通 じて内陸部 と連結 し財貨の輸送が行われていたこと、伊勢内海 も小廻船がこれを担 っていた
こと、両者が伊勢大湊一武蔵品河を結ぶ外洋航路で通 じていたことを明らかにし、主要な湊津には
問(海運拠点商人)が 存在 し、彼等 は一方では荘園の定使 として徴税請負人でもあり、荘園支配と
商品流通 とが密接 に関わっていたこと、 これらの問は同時に土倉でもあって、鎌倉府などの権力の
財政を支える存在でもあったこと、彼等を通 じて外洋航路の拠点湊津には自治都市が形成されてい
たこと等の極あて重要な問題を明らかに している。
第八章 「戦国期東国の太平洋海運一 後北条氏領国を中心に一 」は、第七章で明 らかにした海
運の体系が、一方では伊勢神宮の支配を離脱 し、他方、地域権力 としての戦国大名の統制下に入る
ことを、後北条氏による伊豆の沿岸防備体制 ・水軍の編成 ・他国船航行の統制を通 じて論 じ、伊勢
の廻船商人や紀伊水軍の大将が後北条氏の領国支配に編入 されてゆ くことを論ずる。
か くして論者は、本論を総括 して、中世太平洋海運の存在 は現存史料の制約にも拘 らず積極的意
義を認あるべきであることを強調 し、北関東以北、伊勢海以西 との通航をも将来的には視野に入れ
るべきものであることを展望する(終章 「まとめと展望」)。
論者は、関連史料の乏少か ら従来は無前提 に否定されてきた中世東国太平洋海運の存在を、膨大
な古文書 ・古記録か ら断片的な史料を丹念に蒐集 し綿密な分析を行なうことによって明らかにし、
「廻船」 という定期的海運の存在を初めて論証 し、貢納物輸送か ら商品流通に及ぶ観点か ら湊津後
背地との関係にまで実態追究を進め、優れた成果をあげており、 この研究結果は従来の研究水準を
超えるものであって、斯界の学問的発展に寄与するところ極めて大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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